




































































マン・ステインズが、讐宮の警告を無規し最後の台詞を言った直後、舞台に上がってきた二人の警官によって逮捕された。公衆の面前で獲褻な言葉を言っ 罪であった。直後に劇場では、ヘンリー・ローソンの短編小説『帽子を回せ』よろしく帽子がまわされ ステインズ 守るための募金がなされ 。ステインズは保釈され、そ 後も同じ台詞を一ヶ月のロングランの間中言い続けた。彼は起訴されたが、クィーンズランド州最高裁で無葬判決 警察 上告で連邦最高裁まで行き、無罪とされた。　
一九六九年七月、メルボルンのラ・ママ劇団がレストランのランチタイ ショ で、 『ノームとア メッド』を上

















ust have given the boongs a fright, eh? （
p.6. （
































は、これまでオーストラリアの舞台で聞かれなかっ 言葉であり、そ はブーゾが魅了されていた、労働者階級 いきいきとした言葉だったというのである。さらに、オーストラリアの小劇場 因習的なブルジョワ演劇と化し
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観客が夢に描いた新しい世界は、現実に戻る。ブーゾが描いた現実は、フレンドリーに握手を求めるが、夢からたたき出すようなパンチを食らわすのである。一方、現実世界でも一九七五年の憲政の危機でウィットラム政権は退 。アメリカと り強固な結びつきを深めてていく、そして「古いオーストラリア」は、アンザック神話の復活 象徴されるように、勢いを増して く。まさに作品は、この現実の予言であるとスーウェル 主張している。　
この文脈から、アーメッドが誰かという問いについては スーウェルは次のように指摘す 。 「初演の演出では、
アーメッド役を白人が黒く塗って演じた つまり、現実のパキスタン人であると うより、ファンタジー上の存在であり、ノームにとっての想像された他者である。そ て何より アーメッドは〔私たち〕であり、ブーゾ自身だ。そしてアーメッドは、 〔ノーム は何者なのか〕を探り当てる探測機として機能する」 。　
一方で、 『ノームとアーメッド』を鑑賞した者が一般的に抱くであろう印象、すなわちこ 作品の中心的テーマが
レイシズムで るという点 つい 、スーウェルは異なった見方を提示す 「こ 作品は、レイシズムについ の
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ふたたび上演されるようになってきたことである。二〇〇〇年代に入ってから、移民、難民に関す 様々な出来事が、オーストラリア社会を揺るがせた。特に難 問題は、タンパ号事件を皮切りに、二一世紀のオーストラリアの深刻な問題であり続ける。今日でも難民申請を求める人々へ国土への上陸を許さず近隣諸国の収容所に入れ、そこでの人権を顧みない処遇が、国連などから非難を浴びている。テロ 関して言えば、二〇〇一年のアメリカ同時多発テロの翌年、バリ島爆弾テロが発生 八八人 オーストラリ が死亡し、これら 事件は、オーストラリア社会の一部 反イスラムの感情を焚きつける結果となった。二〇〇五年にはシドニー クロヌラビーチで人種暴動が発生した。ビーチ ライフセーバーが中東風の見かけのグループに襲撃されたとして、五〇〇〇人が集結して暴動を起こし、中東風の人 を襲撃した。その報復も起こり 大き 騒動に発展した事件である。こ 事件では、保守論客である人気ラジオパーソナリティのアラン・ジョーンズが騒動を煽ったと疑われ、単に若者たちの無軌道な行動ではなく大人 ちも含めて排他的な空気が社会に漂っている とを浮き彫りにした。二〇〇九年にはオーストラリアでインド人学生への襲撃事件が相次ぎ この襲撃が入種差別にもとつくものだとして、国内外で大きく報道された。インド人、レバノン
『ノームとアーメッド』の上演頻度
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ば、オーストラリアでの初演で という登場人物 当時 オーストラリアの若者 姿が重ねられてい
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た。とするならば、アーメッドのイスラム教徒としての存在には、初演の頃は関心が払われていなかったことになる。したがって、マレーシア上演で この出来事は、作品が異文化で上 された際に生じた、作者の意図しない効果であ と言うことが出来る。　
さらに『ノームとアーメッド』は、二〇〇三年にインドのムンバイでも上演された。一九七八年生まれの演出家ク























　『ノームとアーメッド』が上演されたのは、二〇一七年二月のせんがわ劇場の企画「海外戯曲リーディング」においてだった。演出を劇団チョコレートケーキ 演出家・日澤雄介が担当し、石原由宇、高橋和久、山森信太郎が出演した。また上演に先だって 早稲田大学の演劇・舞台芸術副専攻の全体活動イベントとして 試演と 出演者・演出者によるディスカッションからなるイベント「不寛容な時代への警鐘
　
オーストラリア戯曲『ノームとアーメッド』






















差別と同化（排除と包摂（の境界線を行ったり来たりしている。最終的に暴力的な結末に転じていく結末が、とてもスリリングでした。昨今のヘイトスピーチを連想しながら、 「相互理解」の複雑さと困難を考えさせられました。 （筆者が実施し 観客へ アンケート（
◎ノームの中に普遍的な人間性を見つつ、そのような悲観的な人間の描かれ方ではなく、人間の可能性を求めようとする意見。　　
ノームのプチブル性、優越性、そのくせコンプレックス。それなのに最終的に救いのない、満足できない夜をさまよう。人とはこんなものなのか。だが私は人はこんなものではないと私は思う。 （筆者が実施した観客へのアンケート（
◎親の世代という過去の日本も視野に収めながら、ノーム アーメッドの関係 、主流日本人と在日韓国人に当てはめ、自分たちが生きる今の社会で 差別が「突然舞い込んでくる」と見ている意見。　　
日本の社会では、あの二人は誰と誰にあたるのでしょうか。母が在日韓国人三世で、昭和の頃、いつま 差別さ
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